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議会だより

第3回臨時会（5月）
就任のあいさつ
　　 議長　山田仁樹　　副議長　植田いずみ

議決結果／質疑あれこれ
議会の構成／選挙結果

４年間、住民のみなさんのご期待に応えるよう頑張ります。
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会

議　長 副　議　長山　田　仁　樹 植　田　いずみ

名　　　称 委員長

岩 﨑 真 滋

山 口 昌 亮

長 良 俊 一

森 田 　 勝

井 戸 太 郎

馬 本 隆 夫

山 本 隆 史

山 本 隆 史

委　　員

関　 順 子

須 藤 啓 二

須 藤 啓 二

長 良 俊 一

須 藤 啓 二

関　 順 子

関　 順 子

関　 順 子

稲 月 敏 子

山 本 隆 史

山 本 隆 史

井 戸 太 郎

稲 月 敏 子

岩 﨑 真 滋

岩 﨑 真 滋

岩 﨑 真 滋

植田いずみ

森 田 　 勝

植田いずみ

山 田 仁 樹

植田いずみ

井 戸 太 郎

長 良 俊 一

長 良 俊 一

山 田 仁 樹

馬 本 隆 夫

山 田 仁 樹

馬 本 隆 夫

森 田 　 勝

山 口 昌 亮

山 口 昌 亮

山 口 昌 亮

副委員長

井 戸 太 郎

長 良 俊 一

岩 﨑 真 滋

山 口 昌 亮

山 本 隆 史

稲 月 敏 子

稲 月 敏 子

稲 月 敏 子

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会

議　会　の　構　成

主
な
質
疑

　

質
問　

４
年
度
の
給
付
実
績
が
１

９
２
人
（
95
世
帯
）
だ
が
、
今
年
度

の
給
付
見
込
み
が
２
４
０
人
と
乖
離

が
あ
る
理
由
は
。

　

答
弁　

前
年
度
実
績
の
方
々
が
基

本
的
に
は
対
象
者
と
な
っ
て
く
る
。

ま
た
家
計
急
変
と
い
う
こ
と
で
数
世

帯
、
数
名
の
受
給
が
見
込
ま
れ
る
と

い
う
こ
と
も
含
め
、
予
算
に
不
足
が

な
い
よ
う
に
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
し
て

予
算
計
上
し
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

　

こ
の
条
例
は
地
方
税
法
等
の
一
部

改
正
、
地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
国
民
健
康
保
険
税
の
課

税
限
度
額
の
引
上
げ
及
び
減
額
措
置

に
係
る
軽
減
判
定
所
得
の
算
定
方
法

の
変
更
等
を
行
う
も
の
。

質
問

答
弁

発
行

／
平

群
町

議
会

  編
集

／
議

会
だ

よ
り

編
集

委
員

会
〒

636-8585  奈
良

県
生

駒
郡

平
群

町
吉

新
1-1-1

TEL  0745-45-0012  FA
X

  0745-49-0145
E-m

ail gikai@
tow

n.heguri.nara.jp

平群町議会議場

１番
関　順子

２番
須藤 啓二

３番
岩﨑 真滋

４番
長良 俊一

５番
山本 隆史

６番
稲月 敏子

７番
植田いずみ

８番
山口 昌亮

９番
井戸 太郎

10番
山田 仁樹

11番
森田　勝

12番
馬本 隆夫

同　

意

同　

意

同　

意

　

議
会
選
出
の
監
査
委
員

と
し
て
、井
戸
太
郎
議
員

の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑

　

質
問　

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

判
定
所
得
の
算
定
基
準
額
の
改
正
に

よ
る
増
減
と
影
響
額
は
。

　

答
弁　

昨
年
度
の
実
績
は
、
７
割

軽
減
が
６
８
０
世
帯
、
５
割
軽
減
が

３
１
６
世
帯
、
２
割
軽
減
が
２
６
４

世
帯
、
合
計
１
２
６
０
世
帯
。
ま

た
、
改
正
に
伴
う
増
減
は
、
５
割
軽

減
が
７
世
帯
12
人
、
２
割
軽
減
が
14

世
帯
22
人
、
合
計
21
世
帯
34
人
の

増
。
影
響
額
は
約
60
万
円
。

　

質
問　

６
年
度
か
ら
国
保
税
が
県

統
一
料
率
と
な
る
が
、
国
保
税
条
例

は
ど
う
な
る
の
か
。

　

答
弁　

各
市
町
村
で
決
め
て
い
く

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

質
問　

県
が
示
し
た
料
率
以
外
の

料
率
を
町
と
し
て
提
案
す
る
こ
と
も

で
き
る
が
、
統
一
料
率
で
い
く
と
い

う
こ
と
で
考
え
て
い
る
の
か
。

　

答
弁　

町
と
し
て
は
基
本
的
に
は

統
一
的
な
考
え
方
を
も
っ
て
進
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。
今
の
時
点
で
独

自
的
に
上
げ
下
げ
と
い
う
考
え
は
持

ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。

監
査
委
員
に

井
戸
太
郎
議
員
を

選
任

議会審議の詳し
い様子は上記Ｑ
Ｒコードからご
覧になれます。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

総 務 建 設 委 員 会

文 教 厚 生 委 員 会

下水道事業特別委員会

財 政 検 討 特 別 委 員 会

議 会 改 革 特 別 委 員 会

公共交通対策特別委員会

議 会 運 営 委 員 会

議 会 だ よ り 編 集 委 員 会

投票総数　　１２票
有効投票　　１２票
　山田仁樹　　６票
　森田　勝　　６票
得票が同数のためくじ引き

当　選　　山田仁樹

投票総数　　１２票
有効投票　　１２票
　長良俊一　　６票
　植田いずみ　６票
得票が同数のためくじ引き

当　選　　植田いずみ

議長選挙投票結果

副議長選挙投票結果
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第3回臨時会　こんなことが決まりました
　令和５年の第３回臨時会が５月８日に開催されました。臨時会に提出された議案の審議内容とその結
果を紹介します。

提
出
区
分

専決処分の承認を求めることについて（平群町税条例
の一部を改正する条例について）

専決処分の承認を求めることについて（令和５年度平
群町一般会計補正予算（第１号）について）
専決処分の承認を求めることについて（令和５年度平
群町一般会計補正予算（第２号）について）
平群町国民健康保険税条例の一部を改正する条例に
ついて
監査委員の選任に同意を求めることについて

専決処分の承認を求めることについて（令和４年度平群
町一般会計補正予算（第９号）について）

原案承認

原案承認

原案承認

原案承認

原案可決

原案同意

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

△

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

議決結果議　　　　案　　　　名
関　

順
子

須
藤
啓
二

岩
﨑
真
滋

長
良
俊
一

山
本
隆
史

植
田
い
ず
み

稲
月
敏
子

山
口
昌
亮

井
戸
太
郎

森
田　

勝

馬
本
隆
夫

山
田
仁
樹

町

長

提

出

議

案

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

議決結果賛否一覧 ○賛成　●反対　△退席（議長は、可否同数のとき議案の可否を決定します）

চ܆ųƽƄƽচ܆ųƽƄƽচ܆ųƽƄƽচ܆ųƽƄƽচ܆ųƽƄƽ

専
決
処
分
町
税
条
例
の

一
部
改
正

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

う
所
要
の
改
正

個
人
住
民
税
関
係

　

①
肉
用
牛
の
売
却
に
よ
る
事
業

所
得
に
係
る
課
税
の
特
例
の
適
用

期
限
の
延
長
（
該
当
者
な
し
）

　

②
優
良
住
宅
地
の
造
成
等
の
た

め
に
土
地
等
を
譲
渡
し
た
場
合
の

長
期
譲
渡
所
得
の
特
例
の
適
用
期

限
の
延
長
（
４
・
５
年
度
課
税
分

の
該
当
者
な
し
）

固
定
資
産
税
関
係

　

③
長
寿
命
化
に
資
す
る
大
規
模

修
繕
工
事
を
行
っ
た
マ
ン
シ
ョ
ン

に
対
す
る
特
例
措
置
の
創
設
（
対

象
と
な
る
マ
ン
シ
ョ
ン
は
な
し
）

軽
自
動
車
税
関
係

　

④
環
境
性
能
割
の
臨
時
的
軽
減

措
置
の
廃
止

　

⑤
軽
自
動
車
税
種
別
割
の
グ

リ
ー
ン
化
特
例
の
延
長
（
現
時
点

で
対
象
車
の
登
録
な
し
）

主
な
質
疑

質
問　

環
境
性
能
割
の
軽
減
措
置

を
廃
止
し
た
こ
と
に
よ
る
町
税
収

入
へ
の
影
響
に
つ
い
て
。

答
弁　

環
境
性
能
割
に
つ
い
て
は

県
が
徴
収
し
て
、
町
に
は
環
境
性

能
割
交
付
金
と
し
て
交
付
さ
れ
て

い
る
。
特
例
の
期
間
、
２
年
３
カ

月
の
間
、
年
間
平
均
１
３
４
万

円
、
期
間
満
了
後
、
４
年
度
は
２

９
７
万
円
で
、
特
例
措
置
が
切
れ

た
こ
と
に
よ
り
１
年
間
で
実
績
上

１
６
３
万
円
増
え
て
い
る
。

専
決
処
分　

令
和
４
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
９
号
）

　

年
度
内
執
行
が
見
込
め
な
い
事

業
に
つ
い
て
、
繰
越
明
許
費
の
追

加
を
行
う
も
の
。
①
平
群
町
統
合

型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
道
路
デ
ー
タ
更
新
業
務

１
３
２
０
万
円
。
②
道
路
用
地
分

筆
登
記
業
務
84
万
７
千
円
。
③
道

路
拡
幅
業
務
（
鳴
川
路
線
）
５
１

９
万
９
千
円
。

専
決
処
分　

令
和
５
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
事
業
に
要
す
る
事
業
費
の

増
額
を
行
う
も
の
。
補
正
総
額
２

４
３
６
万
円
を
増
額
し
、
歳
入
歳

出
予
算
総
額
72
億
４
４
３
６
万
円

と
な
る
。

主
な
質
疑

　

質
問　

事
業
の
概
要
に
つ
い
て
。

　

答
弁　

今
回
の
補
正
で
は
、
高

齢
者
（
65
歳
以
上
）
、
基
礎
疾
患

を
有
す
る
方
、
医
療
従
事
者
・
介

護
従
事
者
等
が
対
象
。

　

秋
に
５
歳
以
上
の
す
べ
て
の
方

が
接
種
開
始
の
対
象
と
な
る
。

　

質
問　

対
象
人
数
は
。

　

答
弁　

高
齢
者
７
千
人
、
基
礎

疾
患
を
有
す
る
方
等
を
１
千
人
と

見
込
ん
で
い
る
。

専
決
処
分　

令
和
５
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
す

る
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給

付
金
の
支
給
に
要
す
る
事
業
費
の

予
算
措
置
を
行
う
も
の
。
１
３
０

３
万
９
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

出
予
算
総
額
72
億
５
７
３
９
万
９

千
円
と
な
る
。

４
頁
に
続
く

　

令
和
５
年
第
３
回
臨
時
会
が
５
月
８
日
開
催
さ
れ
、議
会
の
役
員
及
び
各
委
員

会
の
選
任
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
山
田
仁
樹
議
員
が
、副
議
長
に
は
植
田
い
ず
み
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
選

挙
で
選
ば
れ
ま
し
た
。　
　
　
（
議
会
構
成
、投
票
結
果
は
４
ペ
ー
ジ
）

　

初
夏
の
さ
わ
や
か
な
風
が
木
々
の
緑

と
た
わ
む
れ
る
頃
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、５
月
８
日
に
臨
時
議
会
が
開
催

さ
れ
、議
会
議
長
に
就
任
さ
せ
て
頂
く

事
と
な
り
、責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
、

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
一
杯
で
す
。

　

ま
た
、５
月
８
日
よ
り
コ
ロ
ナ
感
染
症

が
、法
的
に
２
類
相
当
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
同
様
５
類
相
当
に
引
き
下
げ
ら
れ
、

こ
れ
ま
で
様
々
な
規
制
の
中
、抑
制
さ
れ

て
い
た
生
活
様
式
・
生
活
環
境
が
少
し
ず

つ
で
も
従
前
の
状
況
に
戻
っ
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

一
方
、平
群
町
の
財
政
は
、未
だ
光
明

　

平
群
谷
に
爽
や
か
な
風
が
通
る
季
節
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
度
、
5
月
8
日
の
臨
時
議
会
に
お
き
ま
し

て
、副
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
平
群
の
地
に
移
り
住
ん
で
早
や
45
年
が
た
ち
ま

し
た
。平
群
に
移
り
住
ん
で
来
た
当
初
は
、生
ま
れ
育
っ

た
大
阪
市
内
に
比
べ
る
と
夜
は
真
っ
暗
で
虫
や
蛙
の
声

し
か
聞
こ
え
な
い
。近
く
に
お
店
も
無
く
、よ
く
両
親

に
大
阪
に
帰
り
た
い
と
言
っ
た
も
の
で
し
た
。

　

し
か
し
、今
で
は
緑
豊
か
な
平
群
、ゆ
っ
た
り
と
し
た

時
間
の
流
れ
を
感
じ
ら
れ
る〝
わ
が
町
平
群
〞で
、3
人

の
子
育
て
が
出
来
た
こ
と
は
大
変
良
か
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

特
に
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、閉
塞
感
を
感
じ
る
こ
と
が
多

く
な
る
中
で
、少
し
で
も
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
町

づ
く
り
、高
齢
者
が
安
全
に
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
年
齢
構

成
は
、豊
か
な
発
想
を
生
み
出
し
、元
気
な
町
づ
く
り

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

若
い
世
帯
や
高
齢
者
が
、住
み
続
け
た
い
と
思
え
る

町
づ
く
り
へ
、み
な
さ
ん
の
声
を
大
切
に
頑
張
る
決
意

で
す
。

　

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
、就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

が
見
え
ず
、『
重
症
警
報
』が
奈
良
県
か

ら
引
続
き
発
令
さ
れ
、非
常
に
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、平
群
町
は
緑
豊
か
な
魅
力

あ
る
環
境
や
充
実
し
た
買
物
環
境
を
活

か
し
、公
共
交
通
の
利
便
性
を
よ
り
高

め
る
事
等
に
よ
り
、若
い
世
代
に
好
ま
れ

る
ま
ち
と
な
る
大
き
な
可
能
性
を
持
っ

て
い
ま
す
。

　

夢
あ
る
明
る
い
未
来
を
切
り
開
く
為

に
も
、議
会
と
行
政
が
切
磋
琢
磨
し
、政

策
立
案
・
提
言
等
、こ
れ
ま
で
以
上
に
活

発
な
議
論
が
出
来
る
環
境
構
築
も
重
要

で
あ
り
、そ
の
た
め
に
も
、議
会
及
び
行

政
が
一
丸
と
な
っ
て
乗
り
越
え
て
行
け
る

一
助
と
な
れ
る
よ
う『
粉
骨
砕
身
』取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
指
導
、お
力

添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
、就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

夢
あ
る
明
る
い
平
群
町
の

　
　
　

未
来
を
切
り
開
く
為
に
も

子どもの未来、くらしの安心守る平群に

議　長
山田　仁樹

副議長
植田いずみ

就任あいさつ就任あいさつ就任あいさつ

第3回臨時会に上程された議案
及び質疑を紹介します

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁
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第3回臨時会　こんなことが決まりました
　令和５年の第３回臨時会が５月８日に開催されました。臨時会に提出された議案の審議内容とその結
果を紹介します。

提
出
区
分

専決処分の承認を求めることについて（平群町税条例
の一部を改正する条例について）

専決処分の承認を求めることについて（令和５年度平
群町一般会計補正予算（第１号）について）
専決処分の承認を求めることについて（令和５年度平
群町一般会計補正予算（第２号）について）
平群町国民健康保険税条例の一部を改正する条例に
ついて
監査委員の選任に同意を求めることについて

専決処分の承認を求めることについて（令和４年度平群
町一般会計補正予算（第９号）について）

原案承認

原案承認

原案承認

原案承認

原案可決

原案同意

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

△

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

議決結果議　　　　案　　　　名
関　

順
子

須
藤
啓
二

岩
﨑
真
滋

長
良
俊
一

山
本
隆
史

植
田
い
ず
み

稲
月
敏
子

山
口
昌
亮

井
戸
太
郎

森
田　

勝

馬
本
隆
夫

山
田
仁
樹

町

長

提

出

議

案

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

議決結果賛否一覧 ○賛成　●反対　△退席（議長は、可否同数のとき議案の可否を決定します）

চ܆ųƽƄƽচ܆ųƽƄƽচ܆ųƽƄƽচ܆ųƽƄƽচ܆ųƽƄƽ

専
決
処
分
町
税
条
例
の

一
部
改
正

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

う
所
要
の
改
正

個
人
住
民
税
関
係

　

①
肉
用
牛
の
売
却
に
よ
る
事
業

所
得
に
係
る
課
税
の
特
例
の
適
用

期
限
の
延
長
（
該
当
者
な
し
）

　

②
優
良
住
宅
地
の
造
成
等
の
た

め
に
土
地
等
を
譲
渡
し
た
場
合
の

長
期
譲
渡
所
得
の
特
例
の
適
用
期

限
の
延
長
（
４
・
５
年
度
課
税
分

の
該
当
者
な
し
）

固
定
資
産
税
関
係

　

③
長
寿
命
化
に
資
す
る
大
規
模

修
繕
工
事
を
行
っ
た
マ
ン
シ
ョ
ン

に
対
す
る
特
例
措
置
の
創
設
（
対

象
と
な
る
マ
ン
シ
ョ
ン
は
な
し
）

軽
自
動
車
税
関
係

　

④
環
境
性
能
割
の
臨
時
的
軽
減

措
置
の
廃
止

　

⑤
軽
自
動
車
税
種
別
割
の
グ

リ
ー
ン
化
特
例
の
延
長
（
現
時
点

で
対
象
車
の
登
録
な
し
）

主
な
質
疑

質
問　

環
境
性
能
割
の
軽
減
措
置

を
廃
止
し
た
こ
と
に
よ
る
町
税
収

入
へ
の
影
響
に
つ
い
て
。

答
弁　

環
境
性
能
割
に
つ
い
て
は

県
が
徴
収
し
て
、
町
に
は
環
境
性

能
割
交
付
金
と
し
て
交
付
さ
れ
て

い
る
。
特
例
の
期
間
、
２
年
３
カ

月
の
間
、
年
間
平
均
１
３
４
万

円
、
期
間
満
了
後
、
４
年
度
は
２

９
７
万
円
で
、
特
例
措
置
が
切
れ

た
こ
と
に
よ
り
１
年
間
で
実
績
上

１
６
３
万
円
増
え
て
い
る
。

専
決
処
分　

令
和
４
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
９
号
）

　

年
度
内
執
行
が
見
込
め
な
い
事

業
に
つ
い
て
、
繰
越
明
許
費
の
追

加
を
行
う
も
の
。
①
平
群
町
統
合

型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
道
路
デ
ー
タ
更
新
業
務

１
３
２
０
万
円
。
②
道
路
用
地
分

筆
登
記
業
務
84
万
７
千
円
。
③
道

路
拡
幅
業
務
（
鳴
川
路
線
）
５
１

９
万
９
千
円
。

専
決
処
分　

令
和
５
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
事
業
に
要
す
る
事
業
費
の

増
額
を
行
う
も
の
。
補
正
総
額
２

４
３
６
万
円
を
増
額
し
、
歳
入
歳

出
予
算
総
額
72
億
４
４
３
６
万
円

と
な
る
。

主
な
質
疑

　

質
問　

事
業
の
概
要
に
つ
い
て
。

　

答
弁　

今
回
の
補
正
で
は
、
高

齢
者
（
65
歳
以
上
）
、
基
礎
疾
患

を
有
す
る
方
、
医
療
従
事
者
・
介

護
従
事
者
等
が
対
象
。

　

秋
に
５
歳
以
上
の
す
べ
て
の
方

が
接
種
開
始
の
対
象
と
な
る
。

　

質
問　

対
象
人
数
は
。

　

答
弁　

高
齢
者
７
千
人
、
基
礎

疾
患
を
有
す
る
方
等
を
１
千
人
と

見
込
ん
で
い
る
。

専
決
処
分　

令
和
５
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
す

る
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給

付
金
の
支
給
に
要
す
る
事
業
費
の

予
算
措
置
を
行
う
も
の
。
１
３
０

３
万
９
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

出
予
算
総
額
72
億
５
７
３
９
万
９

千
円
と
な
る
。

４
頁
に
続
く

　

令
和
５
年
第
３
回
臨
時
会
が
５
月
８
日
開
催
さ
れ
、議
会
の
役
員
及
び
各
委
員

会
の
選
任
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
山
田
仁
樹
議
員
が
、副
議
長
に
は
植
田
い
ず
み
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
選

挙
で
選
ば
れ
ま
し
た
。　
　
　
（
議
会
構
成
、投
票
結
果
は
４
ペ
ー
ジ
）

　

初
夏
の
さ
わ
や
か
な
風
が
木
々
の
緑

と
た
わ
む
れ
る
頃
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、５
月
８
日
に
臨
時
議
会
が
開
催

さ
れ
、議
会
議
長
に
就
任
さ
せ
て
頂
く

事
と
な
り
、責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
、

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
一
杯
で
す
。

　

ま
た
、５
月
８
日
よ
り
コ
ロ
ナ
感
染
症

が
、法
的
に
２
類
相
当
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
同
様
５
類
相
当
に
引
き
下
げ
ら
れ
、

こ
れ
ま
で
様
々
な
規
制
の
中
、抑
制
さ
れ

て
い
た
生
活
様
式
・
生
活
環
境
が
少
し
ず

つ
で
も
従
前
の
状
況
に
戻
っ
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

一
方
、平
群
町
の
財
政
は
、未
だ
光
明

　

平
群
谷
に
爽
や
か
な
風
が
通
る
季
節
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
度
、
5
月
8
日
の
臨
時
議
会
に
お
き
ま
し

て
、副
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
平
群
の
地
に
移
り
住
ん
で
早
や
45
年
が
た
ち
ま

し
た
。平
群
に
移
り
住
ん
で
来
た
当
初
は
、生
ま
れ
育
っ

た
大
阪
市
内
に
比
べ
る
と
夜
は
真
っ
暗
で
虫
や
蛙
の
声

し
か
聞
こ
え
な
い
。近
く
に
お
店
も
無
く
、よ
く
両
親

に
大
阪
に
帰
り
た
い
と
言
っ
た
も
の
で
し
た
。

　

し
か
し
、今
で
は
緑
豊
か
な
平
群
、ゆ
っ
た
り
と
し
た

時
間
の
流
れ
を
感
じ
ら
れ
る〝
わ
が
町
平
群
〞で
、3
人

の
子
育
て
が
出
来
た
こ
と
は
大
変
良
か
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

特
に
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、閉
塞
感
を
感
じ
る
こ
と
が
多

く
な
る
中
で
、少
し
で
も
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
町

づ
く
り
、高
齢
者
が
安
全
に
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
年
齢
構

成
は
、豊
か
な
発
想
を
生
み
出
し
、元
気
な
町
づ
く
り

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

若
い
世
帯
や
高
齢
者
が
、住
み
続
け
た
い
と
思
え
る

町
づ
く
り
へ
、み
な
さ
ん
の
声
を
大
切
に
頑
張
る
決
意

で
す
。

　

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
、就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

が
見
え
ず
、『
重
症
警
報
』が
奈
良
県
か

ら
引
続
き
発
令
さ
れ
、非
常
に
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、平
群
町
は
緑
豊
か
な
魅
力

あ
る
環
境
や
充
実
し
た
買
物
環
境
を
活

か
し
、公
共
交
通
の
利
便
性
を
よ
り
高

め
る
事
等
に
よ
り
、若
い
世
代
に
好
ま
れ

る
ま
ち
と
な
る
大
き
な
可
能
性
を
持
っ

て
い
ま
す
。

　

夢
あ
る
明
る
い
未
来
を
切
り
開
く
為

に
も
、議
会
と
行
政
が
切
磋
琢
磨
し
、政

策
立
案
・
提
言
等
、こ
れ
ま
で
以
上
に
活

発
な
議
論
が
出
来
る
環
境
構
築
も
重
要

で
あ
り
、そ
の
た
め
に
も
、議
会
及
び
行

政
が
一
丸
と
な
っ
て
乗
り
越
え
て
行
け
る

一
助
と
な
れ
る
よ
う『
粉
骨
砕
身
』取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
指
導
、お
力

添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
、就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

夢
あ
る
明
る
い
平
群
町
の

　
　
　

未
来
を
切
り
開
く
為
に
も

子どもの未来、くらしの安心守る平群に

議　長
山田　仁樹

副議長
植田いずみ

就任あいさつ就任あいさつ就任あいさつ

第3回臨時会に上程された議案
及び質疑を紹介します

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁
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平
群
平
群
Heguri

No.２91
令和５年６月１日
発行：奈良県平群町議会5月臨時会

議会だより

第3回臨時会（5月）
就任のあいさつ
　　 議長　山田仁樹　　副議長　植田いずみ

議決結果／質疑あれこれ
議会の構成／選挙結果

４年間、住民のみなさんのご期待に応えるよう頑張ります。

…P2

…P3～４

…P4

平
群

  議
会

だ
よ

り
令

和
５

年
６

月
１

日
N

o. 291
5月

臨
時

会

議　長 副　議　長山　田　仁　樹 植　田　いずみ

名　　　称 委員長

岩 﨑 真 滋

山 口 昌 亮

長 良 俊 一

森 田 　 勝

井 戸 太 郎

馬 本 隆 夫

山 本 隆 史

山 本 隆 史

委　　員

関　 順 子

須 藤 啓 二

須 藤 啓 二

長 良 俊 一

須 藤 啓 二

関　 順 子

関　 順 子

関　 順 子

稲 月 敏 子

山 本 隆 史

山 本 隆 史

井 戸 太 郎

稲 月 敏 子

岩 﨑 真 滋

岩 﨑 真 滋

岩 﨑 真 滋

植田いずみ

森 田 　 勝

植田いずみ

山 田 仁 樹

植田いずみ

井 戸 太 郎

長 良 俊 一

長 良 俊 一

山 田 仁 樹

馬 本 隆 夫

山 田 仁 樹

馬 本 隆 夫

森 田 　 勝

山 口 昌 亮

山 口 昌 亮

山 口 昌 亮

副委員長

井 戸 太 郎

長 良 俊 一

岩 﨑 真 滋

山 口 昌 亮

山 本 隆 史

稲 月 敏 子

稲 月 敏 子

稲 月 敏 子

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会

議　会　の　構　成

主
な
質
疑

　

質
問　

４
年
度
の
給
付
実
績
が
１

９
２
人
（
95
世
帯
）
だ
が
、
今
年
度

の
給
付
見
込
み
が
２
４
０
人
と
乖
離

が
あ
る
理
由
は
。

　

答
弁　

前
年
度
実
績
の
方
々
が
基

本
的
に
は
対
象
者
と
な
っ
て
く
る
。

ま
た
家
計
急
変
と
い
う
こ
と
で
数
世

帯
、
数
名
の
受
給
が
見
込
ま
れ
る
と

い
う
こ
と
も
含
め
、
予
算
に
不
足
が

な
い
よ
う
に
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
し
て

予
算
計
上
し
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

　

こ
の
条
例
は
地
方
税
法
等
の
一
部

改
正
、
地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
国
民
健
康
保
険
税
の
課

税
限
度
額
の
引
上
げ
及
び
減
額
措
置

に
係
る
軽
減
判
定
所
得
の
算
定
方
法

の
変
更
等
を
行
う
も
の
。

質
問

答
弁

発
行

／
平

群
町

議
会

  編
集

／
議

会
だ

よ
り

編
集

委
員

会
〒

636-8585  奈
良

県
生

駒
郡

平
群

町
吉

新
1-1-1

TEL  0745-45-0012  FA
X

  0745-49-0145
E-m

ail gikai@
tow

n.heguri.nara.jp

平群町議会議場

１番
関　順子

２番
須藤 啓二

３番
岩﨑 真滋

４番
長良 俊一

５番
山本 隆史

６番
稲月 敏子

７番
植田いずみ

８番
山口 昌亮

９番
井戸 太郎

10番
山田 仁樹

11番
森田　勝

12番
馬本 隆夫

同　

意

同　

意

同　

意

　

議
会
選
出
の
監
査
委
員

と
し
て
、井
戸
太
郎
議
員

の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑

　

質
問　

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

判
定
所
得
の
算
定
基
準
額
の
改
正
に

よ
る
増
減
と
影
響
額
は
。

　

答
弁　

昨
年
度
の
実
績
は
、
７
割

軽
減
が
６
８
０
世
帯
、
５
割
軽
減
が

３
１
６
世
帯
、
２
割
軽
減
が
２
６
４

世
帯
、
合
計
１
２
６
０
世
帯
。
ま

た
、
改
正
に
伴
う
増
減
は
、
５
割
軽

減
が
７
世
帯
12
人
、
２
割
軽
減
が
14

世
帯
22
人
、
合
計
21
世
帯
34
人
の

増
。
影
響
額
は
約
60
万
円
。

　

質
問　

６
年
度
か
ら
国
保
税
が
県

統
一
料
率
と
な
る
が
、
国
保
税
条
例

は
ど
う
な
る
の
か
。

　

答
弁　

各
市
町
村
で
決
め
て
い
く

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

質
問　

県
が
示
し
た
料
率
以
外
の

料
率
を
町
と
し
て
提
案
す
る
こ
と
も

で
き
る
が
、
統
一
料
率
で
い
く
と
い

う
こ
と
で
考
え
て
い
る
の
か
。

　

答
弁　

町
と
し
て
は
基
本
的
に
は

統
一
的
な
考
え
方
を
も
っ
て
進
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。
今
の
時
点
で
独

自
的
に
上
げ
下
げ
と
い
う
考
え
は
持

ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。

監
査
委
員
に

井
戸
太
郎
議
員
を

選
任

議会審議の詳し
い様子は上記Ｑ
Ｒコードからご
覧になれます。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

総 務 建 設 委 員 会

文 教 厚 生 委 員 会

下水道事業特別委員会

財 政 検 討 特 別 委 員 会

議 会 改 革 特 別 委 員 会

公共交通対策特別委員会

議 会 運 営 委 員 会

議 会 だ よ り 編 集 委 員 会

投票総数　　１２票
有効投票　　１２票
　山田仁樹　　６票
　森田　勝　　６票
得票が同数のためくじ引き

当　選　　山田仁樹

投票総数　　１２票
有効投票　　１２票
　長良俊一　　６票
　植田いずみ　６票
得票が同数のためくじ引き

当　選　　植田いずみ

議長選挙投票結果

副議長選挙投票結果
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